
施 設 名

管 理 者 名 指 定 期 間 ～

担 当 課

所 在 地

根 拠 法 令

設 置 条 例

施 設 概 要

飲食用缶の選別施設に併設。
○全体の敷地面積　約６，４５２㎡
○床面積　１，１６２㎡（啓発部分）＋１８４㎡（見学者通路）
○構造・規模　鉄筋造り・２階建
○主な施設内容
１階　展示ホール，事務室，再生工房
２階　大研修室，研修室，実習室，講座室，見学者用通路
屋外駐車場　建築年　平成８年３月

（１）廃棄物の減量，再資源化及び再生利用に関する啓発
　ごみの排出抑制や再利用，再資源化を柱とした循環型社会の構築に向け，施設見学やリサイクル啓発事業を実施し，環境意識
の向上を図ること。
　【重点課題】
　　・施設見学においては，特に分別の重要性や再資源化の有用性について情報提供し，啓発に努める。
　　・リサイクル講座・講演会，不用品交換会，展示提供事業を実施し，ごみの減量や再生利用について普及
　　　啓発に努める。
　　・大研修室や実習室，講座室を利用した市民の環境関連活動を支援する。
　　・「新潟市一般廃棄物処理基本計画」など市の施策に積極的に協力し，計画達成の役割を担う事業を企画
　　　運営する。
（２）利用者が，清潔で安全かつ快適な施設を利用できるよう努めること。
　【重点課題】
　　・公の施設を管理運営する責務を認識し，市民の平等利用の確保を図る。
　　・利用者の安全確保を最優先とし，安心の提供及び快適性に重点を置いた管理運営を行う。
　　・利用者からの意見，要望を反映させた管理運営を行う。
　　・法令の遵守（個人情報保護等）
（３）利用者の満足度向上を図るとともに，管理経費の縮減に努めること。

令和5年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

新潟市資源再生センター条例

新潟市資源再生センター

環境をサポートする株式会社きらめき 平成31年4月1日 令和6年3月31日

新潟市東区下木戸３－４－２

環境部循環社会推進課

施 設 設 置 目 的

管 理 ･ 運 営 に 関 す る 基 本 理 念 ， 方 針 等

廃棄物の減量，再資源化及び再生利用を図り，快適な生活環境づくりと資源循環型社会の形成に資するため新潟市資源再生セン
ターを設置する。
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B職員の能力向上 接遇研修等を複数回実施

サービス水準維持のための人員適
正配置

計画通り適正配置

施設廃止の方針があった中で、福島潟マルシェへの参加やエコープラザ通信の内容の充実など、新たな取組を実施しており、最後まで市
民の3R意識の向上のための創意工夫工夫や努力が伺えた。あわせて、関係各所との調整や利用者への感謝イベントの開催などの細部ま
で配慮した取組みにより、滞りなく廃止を迎えられたことは高く評価できる。
施設廃止が影響し事務管理費の割合については指標を達成できなかったが、その他は求める水準を達成しており、適切に管理運営を行っ
ていたものと評価する。

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

業務仕様書に定める事項
の遵守

その他業務仕様書に定める事項の
遵守

遵守している

情報セキュリティ研修を年1回以上
の実施，個人情報・守秘義務の対応

全員に対し実施済み

遵守している

重大な事件・事故はな
かった

事件・事故発生時の速やかな処置
及び報告

苦情・要望に対する対応

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

接客・接遇研修・ＡＥＤ
実施

労働基準の充足 労働関係法令の遵守

事件・事故発生時の対応

①施設見学については、５月に再開が決まりましたが、各学校とも年度前から日程を決めている学校が多く、また３年間の受け入れ中断の
影響もあり余り増えませんでした。
②本年度はインスタグラムでエコープラザのＰＲやリサイクル提供品の状況をこまめに配信いたしました。
③環境講座につきましては福島潟マルシェ等の参加も実施して予定を上回る集客が出来ました。
④閉館にあたりお客様感謝イベントの開催を実施し喜んで頂きました。
⑤エコープラザ通信の最終号については、ページを増やし、３Ｒを理解していただくために新潟市の小学校４年生全員に配布をいたしまし
た。

管理運営経費の縮減 5.48%

施設見学者数

ホームページの充実と情報誌年３回
以上の発行

主催事業を212回以上開催
(環境講座、フリーマーケット）

指定管理料に占める事務管理費の
割合を 5.1% 以下

苦情・要望には３営業日以内に回答

施設廃止に伴い管理費が
増加し、指標を達成できな
かった。

評価項目

広報の充実

設置目的に合致した事業の
実施

フリーマーケットの開催回
数を昨年度の１回から大
幅に増やし、市民のリユー
ス意識醸成に寄与した。

エコープラザ通信２回
内１回は閉館に伴い
ページを増やし市小学
校４年生全員配布

評価指標 評価コメント
※

施設廃止を踏まえて発行
回数を減らしたが、内容を
充実させたことから、目標
達成とみなす。

環境啓発講座
参加人数　1,832人

参加人員　2,032人

福島潟マルシェへでの出
張講座を実施するなど、新
たな試みを行うことで目標
を達成した。

人員配置計画の妥当性

個人情報の保護

実績

人 材

業 務

市 民
利用者の満足度

利用者アンケートで施設上の運営も
項目に加えて「概ね満足」以上が
92％以上

93.10%

3営業以内に回答済み

環境講座214回
フリーマーケット10回

【評価基準】
Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている
Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている
Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない
※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


